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平平
成成
２２００
年年
度度

第第
１１
回回
定定
期期
総総
会会

役
職
員
研
修
会
及
び
第
１
回
事
務
局
長
会
議
開
催

６
月
１９
日
�

博
多
都
ホ
テ
ル

６
月
１９
日
�
福
岡
市
の
「
博
多
都
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
平
成
２０

年
度
第
１
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
後
藤
達
太
連
合
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓
を
代
表

し
て
福
岡
労
働
局
の
鈴
木

徹
職
業
安
定
部
長
と
福
岡
県
福
祉
労

働
部
の
松
永
大
四
郎
労
働
局
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
長
に
大
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
松
枝

功
理
事
長

が
選
出
さ
れ
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
審
議
さ
れ
た
案
件

は
、「
定
款
の
一
部
を
改
正
す
る
定
款
（
案
）」「
平
成
１９
年
度
事

業
報
告
」「
平
成
１９
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
」「
平
成
２０
年

度
事
業
計
画
の
一
部
変
更（
案
）」「
平
成
２０
年
度
補
正
予
算（
案
）」

「
役
員
の
選
任
」
の
６
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

定
期
総
会
終
了
後
、
総
会
に
出
席
さ
れ
た
各
セ
ン
タ
ー
の
理
事

長
・
事
務
局
長
を
対
象
に
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
に
は
、
広
島
県
の
労
働
行
政
を
退
職
後
高
齢
者
の
た
め
に
い
ろ

い
ろ
な
方
面
で
活
躍
さ
れ
、
そ
の
後
東
広
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
理
事
長
と
し
て
シ
ル
バ
ー
事
業
に
長
年
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
植
田
是
賢
氏
に
「
地
域
に
お
け
る
役
割
と
配
分
金
以
外
に
得
る

も
の
と
は
な
に
か
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
は
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
「
平
成
２０
年
度
第
１
回
事

務
局
長
会
議
」
を
開
催
し
、
６
月
５
日
開
催
さ
れ
た
全
シ
協
主
催

全
国
都
道
府
県
連
合
事
務
局
長
会
議
の
概
要
に
つ
い
て
連
合
会
事

務
局
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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３月１９日� 博多都ホテル

平成２０年３月１９日�午後１時３０分から福岡市の
「博多都ホテル」において、平成１９年度第２回定

期総会が開催されました。
開会に先立ち後藤達太連合会会長から挨拶があ

り、続いて来賓の福岡労働局の石田茂雄職業安定
部長と福岡県生活労働部の松永大四郎労働局長か
ら祝辞をいただきました。
議長に古賀市シルバー人材センターの松本欽一

理事長が選出され議事が進められました。当日審
議された案件は「平成１９年度補正予算（案）」「平
成２０年度事業計画（案）」「平成２０年度収支予算
（案）」の３件で、いずれも可決承認されました。
定期総会終了後引き続き、役職員研修会が開催

されました。
澤田知子�アイ・ビーサポート代表取締役、

キャリア・ディベロップメント・アドバイザーを
講師に「組織・業務管理とＣＳ（顧客満足）」の
演題で内容は、『シルバー人材センターの組織に
ついての考え方』『管理者の役割とリーダーシッ
プ』を中心としたもので、特に我々の仕事が、顧
客と直接係わることから、シルバー人材センター
の業務を例に出しながら、顧客満足とは何か、役
職員として、組織管理のための役割をどう果たす
かというマネジメントに関する話が中心となる講
演でした。
また、講演の中には、コミュニケーションを基

本的に理解するために、「お絵かきゲーム」が取
り入れられ、講師の発する言葉から連想する絵を
参加者全員が描きましたが、それぞれが異なった
絵になっており、個人のもつ先入観や固定観念が、
絵の仕上がり具合に大きく作用することや、言葉
の伝え方、伝わり方の難しさを改めて感じさせる
内容でした。
内容は盛り沢山でしたが、時間の超過も忘れる

ほど説得力のある講演で、盛況のうちに閉会しま
した。

平平成成１１９９年年度度 第第２２回回定定期期総総会会

挨拶をする後藤連合会長

選任を受け議長を務める松本古賀市ＳＣ理事長

講演する澤田知子さん
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少
子
高
齢
化
を
伴
う
人
口
減
少
社
会
が
進
む

中
で
、
高
齢
者
が
生
涯
現
役
と
し
て
多
様
な
形

で
社
会
参
加
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
べ
き
役
割

は
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
は
多
様
な
地
域
再
生
施
策

を
推
進
し
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
の
特
性
を
生
か

し
て
積
極
的
に
参
画
し
て
行
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
全
シ
協
に
お
い
て
は
「
社
会
経

済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
の
進
め
方
に
関
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
を
踏
ま
え
つ
つ
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

総
合
プ
ラ
ン
行
動
計
画
と
し
て
の
「
２
０
１
０

年
度
会
員
数
１
０
０
万
人
」
目
標
達
成
に
向
け

た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
活
性
化
計
画

に
基
づ
く
総
合
対
策
の
推
進
や
、
地
方
公
共
団

体
の
地
域
再
生
計
画
と
連
携
し
た
多
様
な
事
業

へ
の
取
り
組
み
等
、
重
点
５
項
目
を
掲
げ
、
社

会
の
更
な
る
評
価
が
得
ら
れ
る
よ
う
事
業
の
刷

新
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

予
算
面
に
お
い
て
は
、
概
ね
前
年
度
並
み
の

補
助
金
の
額
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
補
助

事
業
制
度
に
お
い
て
は
企
画
提
案
方
式
の
事
業

運
営
に
移
行
さ
れ
る
等
、
更
に
厳
し
い
運
営
が

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
就
業
の
基
本
で
あ
る
安
全
と

法
令
の
遵
守
に
つ
い
て
は
、
な
お
一
層
厳
格
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
連
合
会
と
セ

ン
タ
ー
は
一
体
と
な
っ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
基
本
理
念
を
尊
重
し
、
時
代
に
応
じ
た
事

業
の
発
展
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
す
。

１

重
点
項
目

�

安
全
・
適
正
就
業
推
進
事
業
の
強
化

平
成
１９
年
度
に
お
い
て
は
死
亡
を
含
む

重
大
事
故
が
多
発
し
た
た
め
、
今
年
度
は

更
に
周
知
・
徹
底
に
力
を
入
れ
る
こ
と
と

し
ま
す
。

�
連
合
会
委
員
会
の
構
成
を
改
正
し
ま
し

た
。

�
連
合
会
委
員
会
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の

方
法
を
検
討
中
で
す
。

�
安
全
就
業
促
進
大
会
の
内
容
を
検
討
中

で
す
。

�
ブ
ロ
ッ
ク
別
会
議
は
今
年
も
お
願
い
し

ま
す
。

�

シ
ル
バ
ー
事
業
活
性
化
計
画
に
基
づ
く

総
合
対
策
の
推
進

�「
２
０
１
０
年
度
会
員
数
１
０
０
万
人
」

に
向
け
た
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
普
及
啓
発
月
間
等
を
利
用
し
た
シ
ル

バ
ー
事
業
の
周
知
促
進
を
お
願
い
し
ま

す
。

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
未
設
置
の
セ
ン
タ
ー
は
、

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

企
画
提
案
方
式
へ
の
積
極
的
な
参
画

多
様
な
形
態
に
よ
る
就
業
機
会
の
拡

大
・
生
き
が
い
の
創
出
等
地
域
社
会
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
今
年

度
か
ら
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
事
業
で

す
。

�
企
画
提
案
４
分
野
（
教
育
・
子
育
て
・

介
護
・
環
境
）
へ
の
指
導
支
援
を
行
い

ま
す
。

�
連
合
会
に
お
い
て
も
、
新
規
企
画
を
検

討
中
で
す
。

�

シ
ル
バ
ー
事
業
と
し
て
の
一
般
労
働
者

派
遣
事
業
へ
の
取
り
組
み

７
月
１
日
届
け
出
を
行
う
こ
と
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
派
遣
検
討
委
員
会
の
設
置
等
順

次
組
織
上
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

�

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
・
子
育
て

支
援
事
業
の
強
化

過
去
の
子
育
て
推
進
委
員
会
、
子
育
て

活
性
化
委
員
会
の
実
績
を
基
と
し
て
、
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
女
性
会
員
の
加
入

促
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
高
齢
者
活
用
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業

�
高
齢
者
活
用
子
育
て
支
援
事
業

２

調
査
研
究
事
業

�
シ
ル
バ
ー
派
遣
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

需
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す
る
調
査
。

�
公
益
法
人
の
制
度
改
革
に
関
す
る
こ
と
。

３

指
導
、
相
談
業
務
の
強
化
、
実
施

４

セ
ン
タ
ー
未
設
置
地
域
の
解
消

５

無
料
職
業
紹
介
の
実
施

６

情
報
シ
ス
テ
ム
活
用
事
業
の
推
進

７

講
習
・
研
修
会
等
事
業
の
実
施

８

関
係
行
政
機
関
、
団
体
と
の
連
携

９

諸
会
議
の
開
催

１０

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

の
実
施

本
年
度
も
、
厚
生
労
働
省
が
募
集
す
る
企

画
競
争
に
参
加
し
、
事
業
主
団
体
及
び
職
業

安
定
機
関
と
の
連
携
を
強
め
る
と
と
も
に
、

幅
広
い
職
種
に
つ
い
て
選
定
を
行
い
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

�
技
能
講
習
（
長
期
）

「
樹
木
・
緑
地
管
理
」
等
２８
コ
ー
ス
に
つ

い
て
実
施
し
ま
す
。
新
規
の
コ
ー
ス
と
し
て

「
添
乗
員
養
成
」
が
あ
り
ま
す
。

�
技
能
講
習
（
短
期
）

「
剪
定
講
習
」
等
２９
コ
ー
ス
に
つ
い
て
実

施
し
ま
す
。
新
規
の
コ
ー
ス
と
し
て
、「
小

型
ク
レ
ー
ン
技
能
」「
玉
掛
け
技
能
」

「
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
」
が
あ
り
ま
す
。

�
介
護
講
習
（
長
期
）

「
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程
」
に

つ
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
実
施
し
ま
す
。

平成２０年度 主要事業計画のあらまし
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平成２０年度
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実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

平
成
２０
年
度
第
１
回
の
安
全
・
適
正
就
業
対
策

委
員
会
が
４
月
１８
日
に
連
合
会
会
議
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
安
全
・
適
正
就
業
対
策
推
進
基
本
計

画
に
基
づ
く
平
成
２０
年
度
の
安
全
・
適
正
就
業
対

策
実
施
計
画
が
決
ま
り
ま
し
た
。

先
ず
本
年
度
は
重
点
項
目
と
し
て
次
の
３
点
を

設
定
い
た
し
ま
し
た
。

１

安
全
保
護
具
着
用
１
０
０
％
達
成

２

高
所
危
険
作
業
の
解
消

３

交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

昨
年
度
は
重
大
事
故
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
基
本

で
あ
る
安
全
保
護
具
を
ル
ー
ル
ど
お
り
確
実
に
身

に
つ
け
て
い
れ
ば
重
大
事
故
は
避
け
ら
れ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
現
に
似
た
よ
う
な
事
故
状
況
で
も
安

全
保
護
具
を
着
用
し
て
い
た
た
め
に
大
事
に
は
至

ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
故
も
少
な
か
ら
ず
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
で
も
保
護

具
着
用
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
所
作
業
受
注
の
回
避
は
現
状
で
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
高
所
作
業
は

と
か
く
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
、
会
員

の
入
会
動
機
が
健
康
維
持
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る

と
本
来
シ
ル
バ
ー
で
は
受
注
す
べ
き
も
の
で
は
な

い
は
ず
で
す
。
危
険
に
は
近
づ
か
な
い
こ
と
で
す
。

就
業
途
上
、
帰
宅
途
上
の
事
故
は
傷
害
事
故
の

う
ち
４
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。
以
前
は
ハ
ッ

と
思
っ
て
も
と
っ
さ
の
対
応
で
事
故
か
ら
逃
れ
ら

れ
た
こ
と
も
、
加
齢
と
共
に
対
応
が
遅
く
な
っ
て

避
け
き
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
一
度
交
通

ル
ー
ル
を
再
確
認
し
、
た
と
え
青
信
号
で
も
安
全

と
は
限
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
臨
ん
で
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。

次
に
本
年
度
の
安
全
・
適
正
就
業
対
策
実
施
計

画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１

本
年
も
委
員
会
に
よ
る
セ
ン
タ
ー
の
安
全
・

適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
昨
年

ま
で
に
委
員
会
に
よ
る
全
て
の
セ
ン
タ
ー
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
終
え
ま
し
た
。
本
年
度
は
委
員
に

新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
、
よ
り
実
務
的
な

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
パ
ト

ロ
ー
ル
先
は
過
去
の
事
故
例
、
事
故
発
生
件
数

（
度
数
率
）
等
を
勘
案
し
て
選
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
す
。

２

安
全
就
業
促
進
大
会
を
７
月
２４
日
�
に
開
催

い
た
し
ま
す
。
７
月
は
全
国
シ
ル
バ
ー
の
安
全

就
業
強
化
月
間
で
す
。
昨
年
の
事
故
は
８
月
を

ピ
ー
ク
に
夏
場
に
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
安
全

大
会
は
安
全
就
業
を
再
確
認
し
、
会
員
一
人
一

人
に
安
全
就
業
を
呼
び
か
け
て
も
ら
う
機
会
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

３

安
全
・
適
正
就
業
推
進
員
研
修
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。新
し
い
情
報
の
提
供
を
受
け
、テ
ー

マ
を
討
議
し
、
結
論
を
見
出
す
と
と
も
に
、
推

進
員
間
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て

も
ら
い
ま
す
。

４

セ
ン
タ
ー
等
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

各
セ
ン
タ
ー
の
安
全
・
適
正
就
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
情
報
を
収
集
し
、
優
れ
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
セ
ン
タ
ー
等
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

５

セ
ン
タ
ー
か
ら
定
例
事
故
報
告
を
求
め
、
そ

の
集
計
結
果
を
各
セ
ン
タ
ー
に
情
報
と
し
て
提

供
し
事
故
防
止
に
役
立
て
て
も
ら
い
ま
す
。

６

安
全
就
業
優
良
セ
ン
タ
ー
の
表
彰
に
つ
い
て

安
全
就
業
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
を
表
彰
す

る
制
度
を
設
け
ま
す
。

以
上
、
本
年
度
は
昨
年
の
結
果
を
契
機
に
、
安

全
・
適
正
就
業
を
一
つ
の
転
換
期
に
位
置
づ
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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15年度� 16年度� 17年度� 18年度� 19年度�

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

（百万円）�

6,471�
（58.3％）�

6,802�
（59.8％）�

6,944�
（62.3％）�6,098�

（57.2％）�

4,634�
（41.7％）�

4,578�
（40.2％）� 4,209�

（37,7％）�
4,567�

（42.8％）�

11,105 11,380 11,153

7,115�
（62.8％）�

4,224�
（37.2％）�

11,339
10,665

平成�

公共事業�
民間事業�

民間個人家庭�
24億8,603万円�

独自事業�
3,394万円�

民間一般事業�
45億9,519万円�

公共事業�
42億2,397万円�

15年度� 16年度� 17年度� 18年度� 19年度�

9,204�
（34.0%）�

9,376�
（33.8%）�

9,346�
（33.9%）�

9,293�
（33.9%）�

27,034 27,725 27,572 27,433

17,830�
（66.0%）�

18,349�
（66.2%）�

18,226�
（66.1%）�

18,140�
（66.1%）�

9,336�
（33.9%）�

27,520

18,184�
（66.1%）�

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

男　性�
女　性�

（人）�

技術群�
3億9,786万円�
　　　　3.5%�

�

技能群�
14億6,598万円�
12.9%�
�事務群�
1億1,975万円�
1.1%�
�

管理群�
29億6,114万円 26.1%�

�

折衝外交�
1億7,876万円 1.6%�

�

一般作業�
51億4,482万円�
45.4%�
�

サービス群�
10億6,484万円�

9.4%�
�

その他�
598万円 0.1%�

�

60歳未満�60歳～64歳�65歳～69歳�70歳～74歳�75歳～79歳�80歳以上�

12,000�
11,000�
10,000�
9,000�
8,000�
7,000�
6,000�
5,000�
4,000�
3,000�
2,000�
1,000�
0

15年度�
16年度�
17年度�
18年度�
19年度�

19年度�
18年度�
17年度�
16年度�

15年度�

19年度�

18年度�
17年度�
16年度�
15年度�

（人）�

会員数は１６年度を、契約金額は１７年度をピークに
減少傾向でしたが、１９年度は前年度に比べ、８７名の
会員増加、１億８，６００万円の契約金額の増加となり
ました。
しかし、会員の年度別年齢別構成では、６５歳～６９
歳が全年度を通じて多数を占めますが、６０歳～６４歳
台では年々減少し、７０歳から７４歳台の会員は増加傾
向にあります。
高齢者の継続雇用を背景に入会年齢も高くなり、
会員の平均年齢も平成１５年度に比べ１．２歳高くなっ
ています。

全 体

６９．８歳

２７，５２０

４，２４２

４，１５５

女 性

８９歳

６９．７歳

９，３３６

１，４９７

１，４５５

男 性

９５歳

６９．９歳

１８，１８４

２，７４５

２，７００

最高年齢

平均年齢

１９年度会員数

１９年度入会会員数

１９年度退会会員数

平成１９年度統計に見る福岡県ＳＣ情報
● 県内のセンターの年度統計を項目別に分析

会員等情報

契約金額

総契約金額内訳

職群別契約金額内訳

年度別会員年齢別構成

平成１９年度契約金額
１１３億３９１２万円

平成１５年度～１９年度契約金額の推移

平成１５年度～１９年度会員数の推移
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経済的理由�
18.4%

社会参加�
25.1%

健康維持�
51.0%

その他�
5.5%

病気のため�
30.4%

就職のため�
11.6%

その他�
41.5%

就業機会提供不足�
1.9%

死亡のため�
5.8%

転居のため�
3.4%

希望する仕事がない�
5.4%

0％� 10％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％� 70％� 80％� 90％� 100％�

282
254 255

225 228

300

250

200

150

100

50

0
平成15年�平成16年�平成17年�平成18年�平成19年�

途上�
就業�

69
59 64

55 42

213 195 191 170 186

173

136

179

142
165

200

150

100

50

0
平成15年�平成16年�平成17年�平成18年�平成19年�

全会員の入会動機別割合
では、昨年とほぼ同じ割合
になっていますが、退会会
員（４，１５５名）は「病気」が
３０．４％となり全国平均の
２３．２％を大きく越えていま
す。
また、退会会員理由別割
合の「その他」の４１．５％に
ついては、今後詳細な理由
について内容を調べ、対策
を検討する必要があると思
われます。

受注件数、契約金額、就業延人員が伸びる中で、
残念ながら傷害保険にかかる事故件数も、若干増加
しました。
今年は、重篤事故が相次ぎ、支払われた傷害保険
金総額が契約保険料を上回りました。
この点については、安全就業に向けての大きな課
題となっています。

会費

傷害保険

賠償保険

１６５件
１，０２５万円
７５万円

１，４８１万円
１，５５６万円

平成１９年度賠償事故件数（実数）
賠償保険料（県内総計）

３件
１６４件

センターに支払われた賠償保険金額総額

保険会社から支払われた賠償保険金（身体）
保険会社から支払われた賠償保険金（財物）

年度別傷害事故件数

年度別賠償事故件数（実数）

平 均

１，２７５円

最 高
３，０００円

１，０００円～１，２００円 ３３SC
１，５００円 ３SC
１，８００円 ２SC
２，０００円 ３SC
３，０００円 １SC

最 低
１，０００円

会員年会費

２２８件
５，９３４万円
１３５万円
２，１５６円
９，００４万円
２０５万円

平成１９年度傷害事故件数
全センター確定保険料
１センター当たりの平均保険料
※会員一人当たりの平均保険料
保険会社から支払われた傷害保険金総額
１センター当たりに支払われた金額（平均）

受注件数
（件）
１３１，０８３
１３８，９８６
１４０，９１６
１４６，１９９
１４７，５１２

就業延人員
（人日）
２，３１６，５４５
２，４４１，２２３
２，５４６，３５７
２，５４２，０２１
２，６１０，９０１

就業率
（％）
８４．１
８４．２
８４．８
８５．１
８５．１

就業実人員
（人）
２２，７２７
２３，３４５
２３，３７２
２３，３５１
２３，４１３

会員数

２７，０３４
２７，７２５
２７，５７２
２７，４３３
２７，５２０

年度

１５
１６
１７
１８
１９

シルバー人材センター事業の推移

※確定保険料総額を会員数２７，５２０人で除したもの

全会員入会動機別割合

退会会員理由別割合
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平成２０年３月３日�
シルバー人材センターが行う公益法

人会計や会員就業に対する適正な受託
業務等について、監事（６２名）を対象
に実施しました。
研修は、公認会計士と連合会職員２

名で講義を分担し、当連合会顧問（あ
ずさ監査法人）公認会計士越智 大氏
の講義では、公益法人会計基準改正後
２年目となる平成１９年度決算書類内容
の確認等についての留意事項、連合会
職員による講義では、受託業務の就業
形態の把握、契約内容の点検や適正就
業の推進及び各センターへの会計指導
相談業務の状況や次年度決算書類作成
のチェックポイント等を講話しました。

福岡ブロック 平成２０年２月１３日
北九州ブロック 平成２０年２月１９日
筑豊ブロック 平成２０年２月２２日
筑後ブロック 平成２０年１月２９～３０日
例年１回開催している経理実務研修会について
は、各ブロック毎の実施要望が多くあり、また、
新公益法人会計基準適用初年度（平成１８年度）の
決算書類に改善事項等が見受けられることから、
ブロック共催で連合会職員が担当し、研修会を実
施しました。
研修内容は、各センターの平成１８年度決算書類
を点検し、財務諸表及び収支計算書等について今
後の決算書類作成時の留意事項と、平成１９年度貸
倒引当金会計処理等について説明しました。その
他、各センターの財政分析結果についての評価や
質疑応答、意見交換を行いました。

平成２０年２月５日� 博多ビル
参加者 ５１名

平成１９年度の安全・適正就業推進員研修会は、重
大事故が相次ぎ発生したことに危機感を抱き、安
全・適正就業対策委員会で決議した重大事故回避の
ための安全就業遵守事項をいかに実行に移すかを討
議する場となりました。
午前中の、連合会猪口事務局次長による全シ協主

催の「安全・適正就業パトロール指導員研修会」の
報告につづいて、加茂弁護士による「就業事故にお
けるセンターの責任について」の講義は、センター
が事故回避のためどのように対応したか、受注の段
階から就業までが問われることから、安全確保のた
めのより一層の配慮が必要となってきていることが
力説されました。
本誌２３号で掲載報告いたしました重大事故多発に
より急遽開催しましたブロック別（安全就業）検討
会議による検討結果を受け、安全・適正就業対策委
員会で「重大事故防止のための遵守事項」が決議さ
れました。午後の部では、この決議事項を実際にど
う実施していくか、その方法について８グループに
分かれて討議し、その結果を発表してもらいました。
９項目の遵守事項から２乃至３項目を選び、その

実施方法を討議し、模造紙にまとめ、発表するには
２時間３０分は十分な時間ではなかったようです。
テーマはセンター共通のものであり、遵守事項につ
ては納得できるものの、いかに実施に移すかという
ことになると各センターには固有の事情にあること
から、容易には結論が出にくかったのも時間不足と

して現れたのではないかと思われました。
参加者の要望によりグループ発表の内容を編集し、
各センターに送付しました。実施方法については発
表結果を踏まえて、センターになじむ方法で実施さ
れるものと期待しています。
また、グループ討議により他のセンターの活動状
況が聞けて、これからの活動の参考になったという
参加者も多かったようです。
参考まで遵守事項の項目を書き留めておきます。
１．受注の際の安全確認について
２．高所作業について
３．作業の習熟度について
４．作業体制について
５．安全保護具の着用について
６．会員の就業年齢について
７．訴訟の対応について
８．健康管理について
９．途上事故対策について

連
合
本
部
及
び
監
事
研
修
会

ブ
ロ
ッ
ク
別
経
理
実
務
研
修
会

安全・適正就業推進員研修会

研修会報告
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晴
れ
や
か
に
第
１０
回
記
念
大
会
開
催
（
２
月
２２
日
）

平
成
１０
年
に
始
ま
っ
た
会
員
対
象
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
研
修
会
は
、
今
年

１０
回
目
と
な
る
節
目
の
年
を
迎
え
、「
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
研
修
第
１０
回
記

念
大
会
」
と
し
て
開
催
し
、
当
事
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
４
名
の
方
を
表
彰
し
ま
し

た
。
表
彰
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
功
労
者
表
彰
取

扱
要
綱
に
従
い
、
各
セ
ン
タ
ー
か
ら
ご
推
薦
い
た
だ
い
た
１４
名
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

次
の
方
々
で
す
。

�
大
野
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

染
原
千
鶴
子
様

�
福
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

久
保
須
磨
子
様

�
筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

矢
野

玲
子
様

�
直
方
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

兒
玉
イ
ツ
子
様

表
彰
に
引
き
続
き
、
春
日
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
小
田
茂
子
様
）
宮
若
・

小
竹
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
長
谷
川
節
子
様
）
み
や
ま
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
西
山
カ
ツ
子
様
）
岡
垣
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
大
迫
啓
毅
様
）
の
事

例
発
表
の
後
、
拠
点
会
員
に
よ
る
同
好
会
、
独
自
事
業
等
の
活
動
状
況
を
発
表
し
ま

し
た
。
こ
の
発
表
は
、
研
修
会
の
１０
回
目
を
記
念
し
て
、
就
業
だ
け
で
は
な
く
会
員

の
融
和
と
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
生
き
が
い
、
働
き
が
い
を
持
っ
て
い
き
い
き
と
事

業
に
参
加
し
て
い
る
方
々
を
紹
介
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
と
会
員
拡
大
、
事
業
発
展
を
会
員
の
皆
さ
ん
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
企
画
し
ま

し
た
。

は
じ
め
に
、
小
郡
大
刀
洗
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
８
名
の
方
が
、
ハ
ワ
イ

ア
ン
の
音
楽
に
合
わ
せ
、
柔
ら
か
な
手
つ
き
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
と
、
真
冬

の
会
場
は
常
夏
の
雰
囲
気
に
染
め
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
の
久
留
米
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
舞
踊
同
好
会
１４
名
は
、
久
留
米
が

す
り
の
一
重
に
姉
さ
ん
か
ぶ
り
で
、
機
織
の
音
に
見
立
て
た
そ
ろ
ば
ん
を
振
り
な
が

ら
軽
快
に
踊
り
ま
し
た
。
久
留
米
つ
つ
じ
音
頭
で
は
、
紅
一
点
な
ら
ぬ
男
性
会
員
一

名
の
参
加
も
あ
り
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
発
表
し
た
那
珂
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
和
ダ
ン
ス
の
中
で
眠
っ
て
い
る
絽

の
着
物
や
大
島
紬
を
、
現
代
風
の
コ
ー
ト
や
ロ
ン
グ
ベ
ス
ト
に
見
事
に
蘇
ら
せ
、
絹

の
ネ
ク
タ
イ
を
使
っ
た
ベ
ス
ト
な
ど
は
、
な
か
な
か
の
評
判
で
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
、

製
作
者
、
モ
デ
ル
と
す
べ
て
会
員
の
手
づ
く
り
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
、
モ
デ

ル
の
会
員
も
普
段
ほ
と
ん
ど
履
く
こ
と
の
な
い
ハ
イ
ヒ
ー
ル
を
上
手
に
履
き
こ
な
し
、

素
人
っ
ぽ
さ
を
残
し
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
姿
に
も
ど
こ
か
微
笑
ま
し
く
、
若
々

し
さ
と
躍
動
感
を
感
じ
ま
し
た
。

最
後
は
発
表
者
全
員
が
舞
台
に
勢
ぞ
ろ
い
し
、

「
明
日
が
あ
る
さ
」
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
会
場

と
一
体
と
な
り
楽
し
ん
だ
ひ
と
時
で
し
た
。

こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
大

勢
の
就
業
仲
間
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
、
新
た

な
就
業
意
欲
や
自
信
に
繋
が
っ
た
こ
と
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
研
修
会

2008.7�Vol.248

ふくおかシルバー
連合会



設
立
当
初
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
一
環
と
し
て
門
松
の

製
作
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
期
に
竹
林
の
伐
採

の
仕
事
が
時
折
あ
り
ま
し
た
。

「
こ
の
竹
を
利
用
し
て
何
か
で

き
な
い
か
？
」
が
始
ま
り
で
し

た
。平

成
１５
年
３
月
に
合
馬
竹
林

公
園
見
学
お
よ
び
研
修
を
実
施
、

７
月
に
竹
細
工
の
作
業
場
が
市

の
ご
協
力
を
得
て
決
定
。
８
月

に
竹
細
工
「
身
の
丈
工
房
ゆ
く

は
し
」
の
発
会
式
と
な
り
ま
し

た
。当

セ
ン
タ
ー
の
竹
細
工
は
く

ぐ
り
門
や
袖
垣
等
の
大
物
製
作

志
向
が
強
く

こ
の
ま
ま
で

は
継
続
的
な

事
業
と
し
て

は
厳
し
い
気

運
が
高
ま
り
、

小
物
製
作
の

方
向
転
換
の

時
期
へ
と
移

行
し
て
い
き

ま
し
た
。
福

井
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
越

前
竹
人
形
の
見
学
に
行
っ
た
の
も
そ
の
頃
で
し
た
。

当
市
主
催
の
産
業
祭
、
福
祉
祭
り
等
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
竹
細
工
を
中
心
に
販
売
を
行
い
大
変
好
評

で
す
。
同
時
に
門
松
の
注
文
も
い
た
だ
き
、
売
り

上
げ
が
８０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

正
月
前
の
門
松
製
作
時
期
と
剪
定
作
業
が
重
な
る

こ
と
で
調
整
に
苦
労
し
ま
し
た
。

平
成
１７
年
度
、
２
８
０
万
円
を
ピ
ー
ク
に
売
り

上
げ
の
低
下
、
お
よ
び
発
足
当
時
の
会
員
が
健
康

を
害
い
、
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
も
事
実
で

す
。
ま
た
会
員
の
技
術
の
プ
ラ
イ
ド
が
邪
魔
を
し
、

ど
う
し
て
も
製
品
が
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

電
動
工
具
を
使
用
す
る
た
め
安
全
に
は
充
分
配

慮
し
て
き
ま
し
た
。
５
年
目
を
迎
え
幸
い
に
も
電

動
の
こ
ぎ
り
で
指
を
負
傷
す
る
事
故
が
１
件
の
み

で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
老
朽
化
し
た
作
業
場
の

代
替
確
保
と
技
術
付
与
の
た
め
の
後
継
者
育
成
の

２
点
で
す
。

あ
ま
り
売
り
上
げ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
会
員
が
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
同
好
会
的
な
感
覚
で
運
営

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
で
き
れ
ば
空
き

店
舗
を
有
効
活
用
し
竹
細
工
を
中
心
に
特
産
物
を

販
売
し
、
会
員
が
井
戸
端
会
議
の
で
き
る
店
舗
を

持
ち
た
い
で
す
。

未
来
の
構
想
に
つ
い
て
話
を
す
る
時
、
会
員
の

目
の
輝
き
に
大
き
な
期
待
を
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹 細細細細細細細細細細細細細細細細細細細細 工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
�行橋市シルバー人材センター

独自事業紹介
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�
大
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「「「「「「「「「「「「「「「「「「
木木木木木木木木木木木木木木木木木木
好好好好好好好好好好好好好好好好好好
会会会会会会会会会会会会会会会会会会
」」」」」」」」」」」」」」」」」」
とととととととととととととととととと
「「「「「「「「「「「「「「「「「「
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
なななななななななななななななななな
飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾
りりりりりりりりりりりりりりりりりり
」」」」」」」」」」」」」」」」」」

九
州
随
一
の
大
河
「
筑
後
川
」
の
河
口
に
面
し

た
全
国
屈
指
の
「
大
川
家
具
」
の
集
産
地
で
あ
る

大
川
市
は
「
イ
ン
テ
リ
ア
産
業
の
町
」
と
し
て

４
６
０
年
の
長
い
歴
史
の
中
で
発
展
を
続
け
、
今

日
で
は
国
内
最
大
の
家
具
産
地
と
し
て
、
そ
の
名

を
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
」
の
生
み
の
親
と
し

て
有
名
な
昭
和
の
大
作
曲
家
古
賀
政
男
先
生
の
生

誕
地
に
ち
な
み
、「
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
」
を
多
面
的

に
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

会
員
の
中
に
は
地
場
産
業
の
家
具
職
人
Ｏ
Ｂ
が

い
て
、「
木
好
会
」
と
い
う
同
好
会
を
組

織
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
な
が
ら

廃
材
を
利
用
し
て
作
品
の
製
作
に
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。

材
料
が
廃
材
を
利
用
し
て
い
る
た
め
に

何
を
製
作
す
る
か
、
木
の
種
類
や
大
き
さ

な
ど
を
十
分
検
討
し
た
う
え
で
取
り
か
か
ら
な
け

れ
ば
、
作
品
完
成
に
は
大
変
骨
が
折
れ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
苦
心
し
て
出
来
た
作
品
は
、
小
物

の
生
活
実
用
品
が
中
心
な
た
め
展
示
即
売
会
な
ど

で
は
多
く
の
方
々
に
大
変
な
人
気
商
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
「
ひ
な
飾
り
」
同
好
会

で
は
、
毎
年
、「
ひ
な
ま
つ
り
」
の
時

期
に
間
に
合
う
よ
う
仲
間
で
伝
統
や
風

習
を
守
り
作
品
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
ひ
な
飾
り
は
大
川
地
区
独
特
の

も
の
と
い
わ
れ
、
子
供
が
１
歳
の
誕
生

を
迎
え
る
年
の
３
月
３
日
に
、
色
彩
豊

か
な
飾
り
物
、
置
物
で
部
屋
い
っ
ぱ
い

に
飾
り
付
け
を
行
い
、
子
供
の
成
長
を

祝
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
、
こ
の
よ

う
に
派
手
な
飾
り
つ
け

を
行
う
家
庭
は
少
な
く

な
っ
た
が
、
い
ま
だ
に

根
強
い
需
要
も
あ
り
、

そ
こ
で
、「
ひ
な
飾
り
」

同
好
会
が
懸
命
に
製
作

し
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、

完
成
ま
で
に
数
ヶ
月
を
要
す
る
た
め
展
示
数
に
制

限
が
あ
り
ま
す
が
、
展
示
即
売
会
会
場
で
は
大
変

人
気
が
あ
り
、
こ
の
た
め
会
員
の
創
作
意
欲
も
お

の
ず
と
熱
が
入
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
同
セ
ン
タ
ー
の
独
自
事
業
は
、
地

元
に
密
着
し
た
も
の
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
、
年
間

の
延
べ
就
業
日
数
も
大
変
な
も
の
と
な
り
、
売
り

上
げ
も
今
年
度
は
約
３
０
０
万
円
を
超
え
て
い
ま

す
。次

回
の
展
示
即
売
会
に
出
品
す
る
た
め
、
両
同

好
会
の
会
員
は
今
日
も
作
品
の
製
作
に
余
念
が
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に
、
毎
年
行
っ
て
い
る
展
示
即
売
会
に

市
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
地
か
ら
お
い

で
い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の
方
々
に
こ
の
紙
面
を

お
借
り
し
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

独
自
事
業
に
つ
い
て
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民
間
受
注
拡
大
を
目
指
し
て

（
会
員
全
員
に
マ
ナ
ー
研
修
を
実
施
）

人
生
経
験
豊
か
な
会
員
に
な
ぜ
接
遇
研
修
が
必
要

な
の
か
。

高
度
成
長
時
代
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運

営
は
、
国
、
市
の
補
助
金
と
公
共
事
業
で
充
分
に
運

営
で
き
る
と
試
算
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
バ
ブ
ル
崩

壊
後
は
補
助
金
の
削
減
に
つ
ぐ
削
減
と
公
共
事
業
の

半
減
で
厳
し
い
運
営
を
迎
え
て
い
る
。

更
に
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
公
共
施

設
の
管
理
委
託
も
次
々
に
締
め
出
さ
れ
る
事
態
と
な

り
、
受
注
事
業
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
民
間
の
受
注

を
増
や
さ
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
時
代
で
あ
る
。

一
方
、
シ
ル
バ
ー
会
員
は
、
前
職
も
そ
れ
ぞ
れ
で

あ
る
。
民
間
事
業
の
拡
大
と
共
に
苦
情
の
電
話
も
多

く
な
っ
た
。

「
態
度
が
悪
い
」「
あ
い
さ
つ
し
な
い
」「
サ
ー
ビ

ス
が
悪
い
」
等
々
。

こ
れ
か
ら
民
間
企
業
と
立
ち
向
か
う
に
は
会
員
も

マ
ナ
ー
と
サ
ー
ビ
ス
精
神
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ

る
。
シ
ル
バ
ー
だ
か
ら
と
優
遇
さ
れ
た
時
代
で
は
な

い
。

一
度
お
客
様
か
ら
嫌
な
感
情
を
持
た
れ
る
と
仕
事

は
二
度
と
こ
な
い
。

今
ま
で
に
会
員
が
研
修
を
受
け
る
機
会
す
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
問
題
が
あ
る
に
し
ろ
、
ま
ず
は
接
遇

研
修
の
専
門
家
を
招
い
て
、
会
員
全
員
に
マ
ナ
ー
研

修
を
受
講
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

研
修
の
内
容
は
、「
仕
事
は
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま

り
、
あ
い
さ
つ
で
終
わ
る
」「
相
手
が
不
愉
快
に
な

ら
な
い
服
装
」「
会
員
同
士
の
マ
ナ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
１
人
の
会
員
の
態
度
が
悪
け
れ
ば

シ
ル
バ
ー
全
体
の
評
価
を
落
と
す
」「
大
病
を
患
っ

た
と
き
の
気
持
ち
の
切
り
替
え
」
と
対
象
者
は
高
齢

者
だ
が
、
内
容
は
新
入
社
員
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
日
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

る
の
で
、
飯
塚
警
察
署
交
通
課
長
も
招
い
て
高
齢
者

の
事
故
の
状
況
と
安
全
運
転
の
心
得
の
講
話
も
お
願

い
し
た
。
参
加
者
に
は
、
耳
を
傾
け
メ
モ
を
と
る
会

員
も
あ
り
、
ま
ず
は
成
功
と
い
え
る
。

問
題
は
参
加
者
数
で
あ
る
。
就
業
の
関
係
で
日
曜

日
に
開
催
し
た
が
、「
い
ま
さ
ら
何
の
研
修
」「
予
定

が
入
っ
て
い
る
」
な
ど
生
活
の
リ
ズ
ム
を
変
え
て
ま

で
参
加
し
な
い
の
が
高
年
齢
者
か
も
し
れ
な
い
。

結
果
は
、会
員
７
８
３
名
の
う
ち
、受
講
者
４
４
９

名
で
欠
席
者
は
３
３
４
名
に
達
し
た
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
全
員
研
修
で
は
な
く
希
望
者
の
研
修
に
終
わ
っ

て
し
ま
う
。

当
日
欠
席
者
の
た
め
に
、
会
場
を
セ
ン
タ
ー
の
会

議
室
に
移
し
て
、
２
月
２５
日
�
か
ら
８
班
に
分
け
て

当
日
の
ビ
デ
オ
に
よ
る
接
遇
研
修
を
開
催
し
た
。
お

陰
で
１
４
１
名
が
受
講
し
た
。

研
修
を
終
え
て
、
事
務
局
職
員
と
会
員
（
職
群
代

表
）
に
感
想
文
を
お
願
い
し
た
の
で
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

ま
つ
お
か
た
だ
よ
し

松
岡
忠
義
さ
ん

７０
歳

会
員
経
験
８
年
１１
月
（
草
刈
班
）

地
域
の
班
長
と
し
て
、
会
員
に
出
席
を
呼
び
か
け

た
。行

政
か
ら
の
優
先
的
な
手
厚
い
保
護
だ
っ
た
時
代

か
ら
公
共
事
業
の
減
少
で
、
民
間
企
業
と
一
般
家
庭

の
受
注
獲
得
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
。

わ
た
し
達
の
作
業
現
場
に
お
い
て
、
マ
ナ
ー
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
活
用

し
て
い
く
の
か
、
そ
れ
に
は
会
員
と
事
務
局
が
具
体

的
に
考
え
て
い
く
べ
き
か
と
思
う
。

今
回
の
研
修
に
参
加
し
て
、
元
気
に
働
け
る
こ
と

に
感
謝
し
丁
寧
な
作
業
で
利
用
者
に
喜
ば
れ
る
者
で

あ
り
た
い
と
痛
感
し
た
。

Center
だより

ータンセ

�飯塚市シルバー人材センター
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安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全
にににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるる
取取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみみみみみみみ
とととととととととととととととと
安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全
意意意意意意意意意意意意意意意意
識識識識識識識識識識識識識識識識
のののののののののののののののの
高高高高高高高高高高高高高高高高
揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててて

�
岡
垣
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

安
全
・
適
正
就
業
推
進
員

吉

田

和

幸

平
成
１１
年
度
に
事
故
が
１４
件
発
生
し
、「
事
故

が
多
い
の
で
お
祓
い
を
し
て
は
ど
う
か
？
」
と
い

う
当
時
の
事
務
局
長
の
立
案
で
、
１２
年
度
か
ら
１

月
の
仕
事
始
め
に
近
く
の
高
倉
神
社
で
、
会
員
の

安
全
と
健
康
を
祈
願
す
る
行
事
と
し
て
「
安
全
就

業
・
健
康
祈
願
祭
」を
計
画
し
ま
し
た
。
こ
の「
安

全
就
業
・
健
康
祈
願
祭
」
か
ら
、
安
全
意
識
の
高

揚
に
対
す
る
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
１２
年
度
も
事
故
件
数
は
多
く
、
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
１３
年
度
よ
り
町
内
１４
の
地

域
班
を
単
位
と
し
て
「
無
事
故
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

開
始
し
ま
し
た
。「
無
事
故
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
６

月
か
ら
１１
月
ま
で
の
６
ヶ
月
間
を
期
間
と
し
て
、

無
事
故
を
達
成
し
た
地
域
班
に
は
記
念
品
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
だ
れ
か
一
人
が
事
故
を

起
こ
せ
ば
地
域
班
全
体
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
と

な
り
、
会
員
の
安
全
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
り
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
１３
・
１４
年
度
と
事
故
件
数
は

減
少
し
、
１５
年
度
に
�
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
協
会
か
ら
安
全
就
業
優
良
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
会
員
一
人
一
人
が
安
全
就
業
を
心
掛
け
て
い

た
だ
い
た
成
果
で
す
。
そ
の
後
も
、「
安
全
就
業

ワ
ッ
ペ
ン
の
着
用
義
務
付
け
」
や
セ
ン
タ
ー
独
自

で
「
安
全
標
語
の
募
集
・
表
彰
」
を
実
施
す
る
な

ど
会
員
の
協
力
の
下
、
安
全
に
関
す
る
様
々
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特

に
、
事
故
原
因
の
調
査
・
分
析
に
力
を
入
れ
、
１５

年
度
よ
り
就
業
グ
ル
ー
プ
会
員
に
よ
る
事
故
対
策

会
議
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
グ

ル
ー
プ
会
員
全
員
で
事
故
要
因
や
対
策
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
委
員

会
に
事
故
を
起
こ
し
た
本
人
が
出
席

し
、
事
故
状
況
や
事
故
対
策
会
議
で

検
討
し
た
対
策
に
つ
い
て
報
告
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

起
き
た
事
故
を
十
分
反
省
し
、
原
因

を
追
求
し
、
対
策
を
立
て
、
実
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
類
似
事
故
の
再
発

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

新
た
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た

め
に
は
、
会
員
の
理
解
と
協
力
が
必

要
で
す
。
会
員
に
内
容
を
説
明
し
、

協
力
を
呼
び
か
け
る
方
法
と
し
て
、

事
務
局
だ
よ
り
や
地
域
班
会
議
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
だ

よ
り
に
は
、

毎
月
事
務
局

か
ら
の
連
絡

事
項
等
を
掲

載
し
、
全
会

員
に
郵
送
し

て
い
ま
す
。

特
に
７
月
号

と
１
月
号
に

は
、
安
全
に

関
す
る
内
容

を
「
安
全
だ

よ
り
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

地
域
班
会
議
は
、
毎
年
１
〜
２
月
に
か
け
て
地

域
班
ご
と
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
日
程
や
会
場
の

手
配
は
地
域
班
長
が
行
い
、
事
務
局
も
会
議
に
出

席
し
て
い
ま
す
。
議
題
は
、
事
業
状
況
や
事
故
の

報
告
、
次
年
度
の
事
業
計
画
の
ほ
か
、
安
全
就
業

推
進
委
員
会
か
ら
の
連
絡
事
項
等
を
事
務
局
よ
り

説
明
し
、
会
員
か
ら
の
質
問
や
意
見
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
次
年
度
の
事
業
計
画
や
安
全
に
関
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
か
ら
事
故
は
発
生
し

ま
す
。
安
全
に
関
す
る
行
事
や
取
り
組
み
、
各
種

会
議
や
事
務
局
だ
よ
り
等
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

機
会
を
利
用
し
て
「
安
全
就
業
」
を
呼
び
か
け
て

い
く
こ
と
が
、
安
全
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
会
員
の
理
解

と
協
力
の
も
と
、
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
気
を
引

き
締
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

倉庫写真

地
域
班
会
議

剪
定
作
業
中
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【連合会主催】

２００８年３月７日�
北九州地域公共職業安
定所共催高齢者合同面
接会

平平成成２２００年年度度 シシニニアアワワーーククププロロググララムム技技能能・・介介護護講講習習実実施施計計画画

◆講習期間及び会場はシルバー人材センター連合会、公共職業安定所、最寄のシルバー人材センター
にお聞きください。

※調整中の講習もあります。

●シニアワークプログラムとは

厚生労働省の委託をうけ、６０歳台前半層を中心とする高齢求職者を対象として事業主団体等の参画・協力のもと、
新しい技能・知識を習得する技能・介護講習を実施しています。

●応募資格

○原則として６０歳台前半層で仕事をお探しの方
○雇用・就業中の方は応募できません
○過去１年間に当連合会の各講習会を受講された方を除きます

受講予定
（１回当り）

２７

２０

３０

２５

２５

２５

２０

２０

２５

２５

３０

２０

２０

２０

２７

２０

２５

２５

２５

２５

２５

３０

２７

２０

２５

３０

２７

２０

２５

２５

講習
日数

１０

８

８

８

８

８

８

８

８

２３

８

５

５

５

１０

８

８

８

８

８

８

２３

１０

８

８

２３

１０

８

８

２３

実施
回数

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

講習名

樹木・緑地管理講習

警備・受付管理講習

パソコン実務講習

ネットワーク管理講習

経理補助講習

マンション管理員講習

社会保険入門講習

介護スタッフ講習

介護事務講習

訪問介護員講習

添乗員養成講習

※小型クレーン講習

※玉掛け技能講習

※フォークリフト技能講習

樹木・緑地管理講習

警備・受付管理講習

パソコン実務講習

ネットワーク管理講習

経理補助講習

マンション管理員講習

介護事務講習

訪問介護員講習

樹木・緑地管理講習

警備・受付管理講習

パソコン実務講習

訪問介護員講習

樹木・緑地管理講習

警備・受付管理講習

パソコン実務講習

訪問介護員講習

種類

長期

短期

長期

長期

長期

地域

福岡

北九州

県南

筑豊

受講予定
（１回当り）

２０

３０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

講習
日数

４～５

４

４～５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

実施
回数

３

１

２

１

２

１

３

１

２

２

２

１

１

１

２

１

講習名

樹木剪定講習

農業支援講習

事務補助講習

介護補助講習

子育て支援講習

果樹栽培支援講習

事務補助講習

筆耕講習

子育て支援講習

果樹栽培支援講習

事務補助講習

襖・障子貼り講習

介護補助講習

事務補助講習

襖・障子貼り講習

子育て支援講習

種類

短期

短期

短期

短期

地域

福岡

北九州

県南

筑豊

【シルバー人材センター主催】
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【受講生からのコメント】…受講後のアンケート、修了後４ヶ月経過の就職状況追跡調査アンケートより

【警備・受付管理業務講習】Ｉさん（福岡地域）

市役所の掲示板で、受講生募集を知りました。

講習は、現場の事例をもとに、正しい対処法など教えていただき大変有意義でした。

【マンション管理員講習】Ｋさん（福岡地域）

マンション管理員として、知識のみならず、受付対応のポイント、清掃器具の使い方等、役に立

つ講習内容でした。

【パソコン実務講習】Ｓさん（北九州地域）

今まで我流でパソコンを使っていたが、系統だてて指導をしてもらい理解しやすかった。

演習が主体であったが、問題ごとにポイントを抜粋したものがあればと思いました。

【訪問介護員養成２級課程講習】（筑豊地域）

Ｍさん ・おかげ様で、グループホームで働いています。

Ｓさん ・受講ありがとうございました。介護、デイサービス、送迎を中心に求職中です。

１９年度
６７
２７
９４
３８０
１０６
４８６
１２０
６０
１８０
１２
０
１２
１１１
３７
１４８
６９０
２３０
９２０

１８年度
９０
２５
１１５
２３４
１３
２４７
１２５
４９
１７４
１４
０
１４
５３
１４
６７
５１６
１０１
６１７

１７年度
８３
２３
１０６
１８２
２８
２１０
１１９
２９
１４８
１７
１
１８
１９
１
２０
４２０
８２
５０２

１６年度
１０７
２９
１３６
２３３
２１
２５４
１１４
４３
１５７
１４
３
１７
３３
５
３８
５０１
１０１
６０２

１５年度
１３３
３０
１６３
１７８
１８
１９６
１３４
２３
１５７
１５
３
１８

０
４６０
７４
５３４

受講者別
一般
ＳＣ会員
小計
一般
ＳＣ会員
小計
一般
ＳＣ会員
小計
一般
ＳＣ会員
小計
一般
ＳＣ会員
小計
一般
ＳＣ会員
合計

区 分

警備・受付管理業務講習

パソコン関係講習

樹木・緑地管理講習

社会保険入門講習

（マンション管理員）
（オフィスクリーニング）
（介護事務 など）

総 計

その他
�
��
��

１９年度
９３
４６
１３９

０
９３
４６
１３９

１８年度
９３
３１
１２４
１６
２
１８
１０９
３３
１４２

１７年度
１７０
３７
２０７

０
１７０
３７
２０７

１６年度
１６５
５７
２２２

０
１６５
５７
２２２

１５年度
１６０
６９
２２９

０
１６０
６９
２２９

受講者別
一般
ＳＣ会員
小計
一般
ＳＣ会員
小計
一般
ＳＣ会員
合計

区 分

訪問介護養成研修２級課程

ガイドヘルパー

総 計

■■シニアワークプログラム技能講習（長期、連合短期）科目別受講修了者数推移■■

■■介護講習（長期）等受講修了者数推移■■
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編

集

後

記

８月２３日から、北京オリンピックが中国国内７

つの都市で開催されます。近代オリンピックは１９

世紀末、フランスのクーベルタン男爵によって考

案された世界五大陸と５つの自然現象、スポーツ

の五大原則、原色５色を組み合わせ平和を願った

とする説が有力な五輪マークの元、平和の祭典と

いわれる世界的なスポーツ大会であります。

日本が初めて参加したのは１９１２年のストックホ

ルム大会で、以来約１００年の歴史があり、日本で

の開催は、夏季の東京、冬季の札幌と長野の３回

です。

過去には、世界大戦による中断やミュンヘン大

会のテロ事件、アフガニスタン戦争に伴うボイコット問題等、その

時々の国際政治の影響が大きいものがありました。

漢民族を主とし、多くの少数民族を抱える中国においては、国内

問題がありそうですが、あまり時差のないアジアで開催されますの

で、睡眠不足とならない程度に、次世代を担う若人に声援を送りた

いものです。

連
合
会
業
務
も
財
源
的
な
制
約
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
編
集
担
当
者
が
退

職
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
か
ら
再
度
機
関
誌
編
集
体
制
を
見
直
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

新
し
い
体
制
で
の
編
集
会
議
を
開
き
、
当
面
は
好
評
で
あ
っ
た
前
回
ま
で

の
編
集
方
針
を
踏
ま
え
、
こ
れ
に
新
し
い
企
画
を
加
え
て
編
集
す
る
こ
と
と

方
針
を
固
め
ま
し
た
。

新
し
い
企
画
で
あ
る
、「
セ
ン
タ
ー
独
自
事
業
販
売
物
品
紹
介
」
と
し
て

大
川
市
シ
ル
バ
ー
か
ら
「
木
好
会
と
ひ
な
飾
り
」
に
つ
い
て
、
行
橋
市
シ
ル

バ
ー
か
ら
「
身
の
丈
工
房
ゆ
く
は
し
」
に
つ
い
て
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
独
自
事
業
は
、
会
員
の
就
業
機
会
を
拡
大
・
確
保
し
、
高
齢
者
の
就

業
に
ふ
さ
わ
し
く
、
か
つ
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
就
業
を
通
じ
て
社
会
に
参

加
し
、
生
き
が
い
や
喜
び
に
つ
な
が
る
事
業
で
あ
り
ま
す
し
、
セ
ン
タ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
掲
載
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
は
、
民
間
受
注
拡
大
を
目
指
し
て
、
会
員
全
員
に

マ
ナ
ー
研
修
を
実
施
さ
れ
た
飯
塚
市
シ
ル
バ
ー
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
セ
ン
タ
ー
に
は
、
原
稿
作
成
に
つ
い
て
ご
協

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
改
良
を
重
ね
な
が
ら
編
集
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

皆
様
の
ご
意
見
・
ご
感
想
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

ＶＯＣ（揮発性有機化合物）成分ゼ
ロの地球にやさしいインクを使用
しました。また印刷はＩＳＯ１４００１
認証取得工場にて行っております。
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一
言

紙表の号今

春の参道

（添田町英彦山）

撮影者 橋本 明爾 氏

元�福岡県シルバー人材セン

ター連合会事務局次長

今年３月末で退職された橋本氏

の趣味の一つである写真撮影の腕

を頼りに、特にお願いしました。
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コーナー

シルバー
連合会ふくおか


